
（１）事業概要

（２）成果（目的達成・活性化）

（３）抱負（今後の展開）

多世代交流や学びの活動を発展させていきたいと考えている。

に参加が可能である事から、地域住民に共通の話題を提供し、世代や職業・各機関を超えた交流が
図られている。
また、花の色や大きさ、当日に咲いた花の数、工夫や手入れの方法で作品を評価しており、長期に
わたり手塩にかけて育てる事で、自然に対する愛情を育み、朝顔が浮穴の花として意識付けられて
いる。
予選・本選共に参加者全員が審査員として一票を投じる楽しみがあり、審査選考結果に満足を得ら

趣旨・目的
「朝顔を育てる」という共通の作業により、地域住民の交流や環境に対する

意識を醸成する。

れている。

今後は、地域活性化・まちづくりの拠点施設として、60回という還暦を迎える当事業を軸とした

この事業は、誰でも一粒の種から始まり、鉢やプランター・庭に蒔くだけで、年齢・経験を問わず事業

対　象 地区住民 参加人数 ２００人

　〈 事 業 内 容 〉

公民館の事業推進部である成人教育部、青少年教育部及び各分館の役員を中心に運営。「水と緑・
花いっぱいの浮穴づくり」を目指し、新年度が始まると、朝顔の「種」と「育て方のパンフレット」を配布
し、各家庭で育てる。学生は学校で夏休みまでは育て、休みに入ると自宅で家族と共に育てる。
コンクール当日は、早朝より各分館など地区ごとで予選会を実施し、代表として選ばれた鉢を参加者
全員で審査選考する。また「緑のカーテン」も写真審査により選考する。

Ｂ　地域づくり

ちょっと自慢の公民館活動様式１

連絡先（℡） ０８９－９５７－１８４３

朝顔コンクール事業

ホームページアドレス http://www.matsuyama-people.jp/04/ukena.html

事業分野 事業名

市　町　名

公民館名

松山市

浮穴公民館

地区館

http://www.matsuyama-people.jp/04/ukena.html

